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我が国における主なクレジットの概要 

(１) 我が国に流通する主なクレジット 

① 京都クレジット 

京都議定書に定められた手続に基づいて発行されるクレジットであり、京都クレジットは、

京都議定書に基づく削減目標達成のために用いられる。クリーン開発メカニズム（Clean 
Development Mechanism, CDM）プロジェクトにより発行されるクレジット（Certified Emission 
Reduction, CER）等がある1。 

② 自主参加型国内排出量取引制度（JVETS）で用いられる排出枠 

JVETS とは自主的に温室効果ガス（Greenhouse Gas, GHG）の削減目標を立てて排出削
減を行う企業を対象とした制度であり、この制度に基づいて取引される排出枠としては、JPA、
jCERがある2。 

③ Verified Emission Reduction（VER） 

京都議定書、EU 域内排出量取引制度（EU-ETS）等の法的拘束力をもった制度に基づい
て発行されるクレジット以外の、GHG の削減・吸収プロジェクトによる削減・吸収量を表すクレ
ジットである3。 

(２) クレジットの検証・認証方法 

京都クレジット及び JVETS排出枠の発行までのフロー、及びクレジットの検証・認証方法等の
概要を以下に示す（図 1 及び図 2）。JVETS に基づいて割り当てられる排出枠は、プロジェクト
ベースの取組から発行されるCERやVERと有効化審査が異なる。また、資料 2-2～4で詳細を
示す世界的に広く普及している VER 検証・認証方法は、多くの場合で京都クレジットである
CERの発行手続に準じている。 

 
 

 
 
 
 
 

                                            
1 「我が国におけるカーボン・オフセットのあり方について（指針）」の用語集（p26）より引用 
2 「我が国におけるカーボン・オフセットのあり方について（指針）」の用語集（p27）及び JVETS Webサイト
（http://www.et.chikyukankyo.com/index.html）より引用 

3 「我が国におけるカーボン・オフセットのあり方について（指針）」の用語集（p29）より引用 
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プロジェクト実施者

【プロジェクトの登録】

DOE（指定運営機関）を指
定

全体の流れ

【プロジェクトの計画立案】
UNFCCCの指定様式に基
づきプロジェクト計画書
（PDD）を作成

【プロジェクト有効化審査】
UNFCCCの手順に基づき、
PDDを元にCDMとして適格
かどうか、排出削減量・吸
収増大量の算定が正しい
か等を評価・判断する。有
効化審査報告書を作成

【クレジットの検証・認証】
DOEはプロジェクト参加者
からのモニタリング報告書
について検証報告書を作
成し、排出削減量・吸収増
大量を認証

【クレジットの発行】
CDM理事会がDOEの認証
に基づきCERを発効

第三者検証機関 CDM理事会

【モニタリング】
プロジェクト参加者はPDD
に従いモニタリングを実施

UNFCCC事務局がDOEか
らの報告書が完全かどう
かを決定

プロジェクトの計画立案

プロジェクト有効化審査

プロジェクトの登録

モニタリング

クレジットの検証・認証

クレジットの発行

クレジットの管理

【クレジットの管理】
発行されたCERはCDM理
事会が運営するCDM登録
簿で管理される

「CDM/JI有効化審査・検証マ
ニュアル」に基づいて実施

「CDM/JI有効化審査・検証マ
ニュアル」に基づいて実施

DOEはCDM理事会による認定を
受け、COP/MOPから指定される
機関（認定は3年間有効）

UNFCCC事務局がDOEか
らの報告書に不備がない
か確認する（登録決定）「CDMプロジェクト活動登録・有効

化審査報告用紙」に基づいて作成

UNFCCC CDM Webサ
イトにて報告書を公開

 
図 1. CERの発行までのフロー及びクレジットの検証・認証方法等の概要 

 

 

目標保有参加者全体の流れ 第三者検証機関 環境省

JVETSへの参加申請を行
い、採択される

第三者検証に基づき、目
標保有参加者に排出枠
(JPA)初期割当量を交付

JVETSへの参加募集・採択

温室効果ガス
排出抑制設備の導入

設備整備期間•基準年排出
量の算定及び第三者検証

目標保有参加者に排出枠
(JPA)を交付

償却期間(1週間程度)

排出枠の取引は、全て環
境省自主参加型国内排出
量取引登録簿システムと
いう電子登録簿上で管理

GHG排出量算定のバウン
ダリ及び排出源の特定し
GHG排出抑制設備を導入

GHG排出抑制設備の導入
を補助する

目標保有参加者が算定し
た基準年度排出量につい
て検証を実施

排出枠の移転・償却を行う

モニタリング
モニタリングプラン（方法）
を策定し、モニタリング体
制・算定体制を構築

モニタリングプラン・体制・
算定体制を承認

「登録簿システム操作マニュアル
（口座保有者用）」及び「排出枠
取引マッチングサイト ” GHG-
Trade”操作マニュアル」

「排出量管理システム操作マニュ
アル（事業者用）」及び「排出量管
理システム操作マニュアル（検証
機関用）」

「モニタリング・報告ガイドライン 」

有限責任中間法人日本
OE協会加盟の各社

排出削減実施年の排出量
の算定及び第三者検証

目標保有参加者の排出削
減実施年の排出量につい
て検証を実施

排出削減実施年排出量の
算定

基準年排出量の算定

 
図 2. JVETS排出枠の発行までのフロー及びクレジットの検証・認証方法等の概要 

 
以  上 


